
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倶楽部たより         2022 年 8 月 

             つるま法律倶楽部 
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 本倶楽部たより１月号で現在の日本の問題状況をまとめました。加えて、ぶり返して収束見通しが立

たぬウイルス・パンデミック、異常気象、いつまで殺し尽くし破壊し尽くすのかウクライナ武力紛争、

円安、コストプッシュインフレ、アベノミクスのツケで日銀は身動きできず機能不全。大手メディアの

劣化、ネット空間の偽情報（フェイク）やヘイトの横行。  

 その中で、救いがある判決も。泊原発運転差し止めを命じた５月３１日の札幌地裁判決、生活扶助費

（生活保護）の切り下げは違法とした昨年の大阪地裁判決、今年５月２５日の熊本地裁判決、６月２４

日の東京地裁判決が出た。期限付き大学非常勤講師の無期雇用への転換を認めて教員の地位を確保した

専修大学無期転換事件の７月６日の東京高裁判決、原発事故について東電旧経営陣の任務違反による１

３兆円超の賠償責任を認めた７月１３日の東京地裁判決…。 

時代は変わる。さてしもあるべきことならねばとて、笑顔を見せて今を生きてゆこう。  

                                        弁護士 小島 高志  

 

つるま法律倶楽部バスツアー３年ぶり、富山へ 
 

やってきました。立山・室堂、雪の大谷。高さ１４ｍの雪の壁。最高点の看板を前に、参加者一

同で記念撮影。道路が開通した、ひと月前は２０ｍあったとのこと。 

５月２８日朝、御器所を出発して、五箇山の合掌作り集落・世界遺産の散策、コキリコ民謡の見

学をして、立山国際ホテルへ。 

二日目の朝、ケーブルカーで美女平に、さらに５０分、高原道路を右に左にと、つづら織の道を

バスに揺られて、室堂平に到着。深い積雪に掘られた、道路のわきのバームクーヘンのような雪の

地層は圧巻。 

記念写真の後は、１２時発の帰りバスまで、自由行動。数人で、 

みくりが池温泉まで足を延ばし、閻魔台から噴煙の上がる地獄谷  

を眺め、テラスで、ビール、ソフトクリームで一服。下山して、  

一路、宇奈月温泉へ。 

三日目はトロッコ列車で、黒部渓谷に。黒部川沿いに、キーキーと  

レールを鳴らし、走る。トンネルの中は冷蔵庫並みの寒さ。断崖絶壁  

の壮観な眺めを見ながら、鐘釣温泉へ。河原にある温泉の湯船は増水 

で水没。岸の洞窟からのお湯で足湯を楽しみました。  

今回のバスツアーは３年ぶり、コロナ禍をのり越えて開催にこぎ 

つけました。立山高原道路が落石で通行止めになり、急遽、ケーブ  

ルカー、高原バスに切り替えるなど、アクシデントもありましたが、 

三日間、天気に恵まれ、参加者一同、大いに楽しみました。  

                    会員 佐藤 典生 

 

＜雪の大谷＞ 

＜トロッコ列車＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1－離婚時に取り決めた養育費が滞納になってい

ます。元夫の居所が不明で困っています。 

A1－元夫の居所を調査し、代理人名で請求をした

ところ、１週間後に滞納の全額が支払われました。 

 

Q2－見知らぬ会社からの請求書が届きました。

記憶に残っていません。 

A2－会社から取り寄せた資料を見ると、ずいぶ

ん昔のクレジットの請求のようです。この種の債

権は最終支払期限又は最終返済の日から起算

して５年を経ると時効によって消滅します。 

請求に応じる必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3－自営をしていた夫が突然亡くなりました。借

金があるようです。何をどうしてよいか分かりません。 

A3－分かる範囲のことを話して下さい。何を調査

すべきか、誰とどんな話をすべきか、相続放棄を

すべきか等々をアドバイスします。 

 

Q4－勤務先から給与１か月分の減給処分を受け

ました。従うべきですか。 

A4－１回の減給処分の場合、平均賃金の１日分

の半額を超えることは許されません（労働基準法

91 条、Ｓ23・9・20 基収 1789）。使用者は給料１か

月分を減じることは許されません。 

なお懲戒処分を行うには予め就業規則で懲戒

処分できる場合等を定め、労働者に周知させてお

かねばなりません。そうでなければ処分そのものが

全て違法、無効です。 

 
                        

 医 師  中川 武夫 

  

６月中旬は、第 6 波がかなり終息に向かう兆候が見られ、秋にかけての様々な行事が例年のようにとま

ではいかないが、実施される方向性が見えていたと、多くの人が思い始めていた。 

しかし、恐れていたように、6月 20 日を底として、再び感染者数が増加し始めた。7 月 7 日には約 3倍

の全国で 4 万 8 千人の新規感染へと増加、9 日には 5 万 5 千人を超え、4 月以来の数値となり、22 日

には 19 万人を超える増加の進行もかなり急激となっている。明らかに第 7 波に入った。要因としては、現

在主流のオミクロン株の中でも感染力が強く、従来の免疫を潜り抜けると言われる BA5 と名付けられた変

異ウイルスへの置き換えが急速に進んでいることと、国の「行動制限はしない」との方針と人々の生活で

のコロナ疲れがあると思われる。 

これだけの感染者が出ると、医療体制はもちろん、社会インフラも大きく制限を受けることになる。ＪＲ九

州は乗務員の感染・欠勤でほぼすべての特急列車の運休を決めた。その典型でと言える。 

新型コロナウイルスは、変異の起きやすい RNAウイルスで、さまざまな変異を繰り返してきた。その変異

型の中で、WHO が「懸念される変異型（VOC）」としただけで、アルファ、ベータ、ガンマ―、デルタ、オミ

クロンの 5 種類があり、今はオミクロン株の中の BA5 が主流になってきているとされる。 

 

一方、感染した場合に重症化しやすいかどうかについて WHO は、データはまだ限られているとしたう

えで「重症度が増しているという証拠はない」としている。ただ、第 6 波で起きたように、感染者数が増える

と、入院者や死亡者が絶対数として増える可能性がある。重症化率が低いと言っても軽視してはならな

い。また、後遺症の発症も問題になってきている。決して侮るべきではない。 

さらに、ワクチンについては、「BA5」に感染した人と「BA2」に感染した人との間で、ワクチンの効果に

大きな違いはなかったと報告されている。 

 

 対応策としては、副反応がそれほど重大でない方は、ワクチンの追加接種は感染予防と重症化を回避

する上で有効と考えられる。もちろん、本人の判断で決めるべきことではある。あとは、通常の予防策をす

る以外にはないと思われる。 

 今後の見通しは、BA5 以上のさらなる変異は起きにくいのではというウイルス学者もおられるようだが、

期待したいが、まだ先は見えてはいない。   （7 月 26 日記） 

 

 

 

 

第 7 波が始まった 

『最近の相談から』 
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